
高
知
県
立
文
学
館 

令
和
八
年
度 

文
学
マ
イ
ス
タ
ー
講
座 

受
講
生
募
集
の
お
知
ら
せ 

 
 

 

 
 

高
知
県
立
文
学
館
で
は
、
常
設
展
や
企
画
展
で
展
示
し
て
い
る
作
家
・
作
品
や
時
期
に
合
わ
せ
、
テ
ー
マ
を
深
く
掘
り
下
げ
る
文
学
マ
イ
ス
タ
ー
講
座
を
開
催
し
ま
す
。 

令
和
八
年
度
は
、「
昭
和
一
〇
〇
年
」
を
テ
ー
マ
に
、
各
界
で
ご
活
躍
の
方
々
に
御
講
義
い
た
だ
き
ま
す
。 

全
回
修
了
し
た
人
に
は
、「
文
学
マ
イ
ス
タ
ー
講
座 

認
定
証
」
の
授
与
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

一 

主 
 

催 
------- 

高
知
県
立
文
学
館 

 

二 

日 
 

時 
-------    

令
和
八
年
四
月
～
令
和
九
年
三
月 

各
月
第
四
土
曜
日 

午
後
二
時
～
三
時
半 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       

※
五
、
八
、
十
二
月
は
休
会 

 

三 

場 
 

所 
------- 

高
知
県
立
文
学
館 

一
階
ホ
ー
ル 

 

 

四 

受
講
定
員 

------- 

八
十
名 

 

 

五 

受 

講 

料 ---- --- 
 

無
料 

 
 

 
 六 

講
座
日
程 

日
程
・
講
師
・
内
容
等
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

●
第 

一 

回
（
令
和
八
年
四
月
二
五
日
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

内
容 

「
生
誕
１
０
０
年 

宮
尾
文
学
の
世
界
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
師 

岡
本 

美
和
（
高
知
県
立
文
学
館
主
任
学
芸
員
） 

 
 
 
 
 
 
 

●
第 

二 

回
（
令
和
八
年
六
月
二
七
日
） 

 

 
 
 
 
 
  

 
 
 

内
容 

「『
竜
馬
が
ゆ
く
』
の
ス
リ
ル
と
サ
ス
ペ
ン
ス
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
師 

広
井 

護
氏
（
元
土
佐
中
高
等
学
校
国
語
教
諭
） 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

●
第 

三 

回
（
令
和
八
年
七
月
二
五
日
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内
容 

「
有
吉
佐
和
子
と
昭
和―

時
代
を
変
え
社
会
を
変
え
た
作
家
と
作
品
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
師 

岡
本 

和
宜
氏
（
近
代
文
学
研
究
者
） 

●
第 

四 

回
（
令
和
八
年
九
月
二
六
日
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内
容 

「
１
０
０
年
前
の
女
た
ち
の
旅——

林
芙
美
子
・
森
茉
莉
・
与
謝
野
晶
子
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
遭
遇
」 

 
 
 
 
 
 
 
 

講
師 

イ
ザ
ベ
ラ
・
デ
ィ
オ
ニ
シ
オ
氏
（
文
筆
家
・
翻
訳
者
） 

●
第 

五 

回
（
令
和
八
年
十
月
二
四
日
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

内
容 

「
安
部
公
房
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
を
読
む―

作
中
の
新
聞
紙
面
を
手
掛
か
り
に
し
て
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
師 

田
鎖 

数
馬
氏
（
高
知
大
学
人
文
社
会
科
学
部
教
授
） 

 
 
 
 
 
 
 

●
第 

六 

回
（
令
和
八
年
十
一
月
二
八
日
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

内
容 

「
宮
沢
賢
治
の
故
郷
を
歩
く
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
師 

谷
岡 

真
衣
氏
（
高
知
県
立
高
岡
高
等
学
校
定
時
制
教
諭
・
元
文
学
館
学
芸
課
主
幹
） 

 
 
 
 
 
 
 

●
第 

七 

回
（
令
和
九
年
一
月
二
三
日
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

内
容 

「
昭
和
の
沖
縄
文
学
～
沖
縄
戦
・
米
軍
統
治
下
・
施
政
権
返
還
を
経
て
～
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
師 

翁
長 

志
保
子
氏
（
高
知
工
業
高
等
専
門
学
校
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
准
教
授
） 

●
第 

八 

回
（
令
和
九
年
二
月
二
七
日
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

内
容 

「
生
誕
１
２
０
年
・
中
原
中
也
の
詩
と
人
生
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
師 

池
田 

誠
氏
（
中
原
中
也
記
念
館
学
芸
員
） 

●
第 

九 

回
（
令
和
九
年
三
月
二
七
日
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

内
容 

「
戦
争
か
ら
の
復
興
と
作
家
た
ち―

無
頼
派
と
三
島
由
紀
夫―

」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
師 

田
中 

裕
也
氏
（
高
知
県
立
大
学
准
教
授
） 

 

 

七 

申
込
方
法------- 

 

左
記
の
受
講
申
込
書
を
提
出
（
郵
送
・
持
参
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）
い
た
だ
く
か
、
電
話
・
メ
ー
ル
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

 
 

☆
申
込
締
切
：
令
和
八
年
四
月
二
四
日
（
金
）［
当
日
消
印
有
効
］ 

 

※
申
込
先---- 

〒
七
八
〇
ー
〇
八
五
〇 

高
知
市
丸
ノ
内
一―

一―

二
〇 

高
知
県
立
文
学
館
「
令
和
八
年
度 

文
学
マ
イ
ス
タ
ー
講
座
」
係 

ま
で 

（
電
話
）
〇
八
八
・
八
二
二
・
〇
二
三
一 

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）
〇
八
八
・
八
七
一
・
七
八
五
七 

（
メ
ー
ル
）bungaku@kochi-bunkazaidan.or.jp 

※
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
文
学
マ
イ
ス
タ
ー
講
座
他
、
文
学
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
の
た
め
に
利
用
し
、
そ
れ
以
外
の
目
的
で
は
使
用
し
ま
せ
ん
。 

  

令
和
八
年
度 

文
学
マ
イ
ス
タ
ー
講
座 

申
込
書 

 

「
令
和
八
年
度 

文
学
マ
イ
ス
タ
ー
講
座
」
受
講
を
申
し
込
み
ま
す
。 

   
 
 
 
 
  

    
  

〈
氏 

名
〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈
電
話
（
携
帯
）
番
号
〉 

切
り
取
り
線 

※
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
文
学
マ
イ
ス
タ
ー
講
座
他
、
文
学
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
の
た
め
に
利
用
し
、
そ
れ
以
外
の
目
的
で
は
使
用
し
ま
せ
ん
。 

ふ
り
が
な 

 
 
 
 


